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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

プリズム（個の輝き・協同の輝き） 第 11号
～幸せな学校の創造～

江東区立南砂中学校だより

校長 近藤 啓太

「匠の知恵」に触れた修学旅行

修学旅行の初日（10 月 5 日）、小雨降る法隆寺では、飛鳥時代の息吹と、その壮大な歴史の重み
を肌で感じました。法隆寺の再興に携わった宮大工、西岡常一さん（1908-1995）の言葉を知ると、
その重みはさらに増します。

現代の鉄筋コンクリート建築の寿命がせいぜい 100 年であるのに対し、
法隆寺は樹齢 1000 年の木材を使い、1300 年もの長きにわたり風雪や地震
に耐え続けています。それは単なる強さではありません。建物は 100 年周
期で部分的に修復されることを想定して、釘をほとんど使わず、まるでジ
グソーパズルのように木を組み合わせる高度な技術で造られています。さ
らに西岡さんは、代々受け継がれた知恵として、建物の北側には山の北側
に生えた木を、南側には山の南側に生えた木を使い分けました（当時日本
に樹齢 1000 年の檜がないため、台湾の山から木を調達したエピソードも
残っています）。これは、木の「癖」を見抜き、その特性を最大限に活かすという、自然と共生す
る日本の伝統文化の神髄です。この法隆寺の建築に見られる「知恵」とは、

○長 期 的 な 視 点： 100年先を見据えて設計する計画性
○素材を活かす力： 物の本質（木の癖）を見抜く観察眼
○伝 統 の 継 承： 先人の技術を大切に受け継ぎ、進化させる姿勢 を意味します。
私たちはこの修学旅行で、奈良・京都の美しい景色や賑わいを見るだけでなく、この西岡さんの

ような日本の伝統文化に息づく「匠の知恵」に触れました。今後、生徒たちが日々の学習や活動に
おいて、表面的な情報だけでなく、物事の本質を見抜く力、そして先人の知恵に学び続ける謙虚な
姿勢を持ち続け、未来へと活かしてくれることを期待します。
（生徒アンケートから）

Ｑ：３日間で最も思い出になったことは何ですか？
Ａ：班別行動 貴船神社 宿舎での生活 食事

金閣寺に行って大量の金を見たこと

Ｑ：修学旅行は中学校生活の中でどのような意義がありましたか？
Ａ：・一生に一度の体験をすること
・奈良と京都の歴史の勉強 ・集団生活をする力の向上
・班長や室長などのリーダーとして集団をまとめる力の向上など
・親元を離れて友達や先生と数日間生活することで、自分で時間を
管理したり、荷物の準備や片付けをしたりと自立することの大切
さを学ぶこと。

・友達との協力性を高める
・初めて見た国宝や、重要文化財などが迫力満点だった。
・みんなが優しく接してくれるのでわがままで自己中心的な性格の
自分ももう少し人に優しく、他人のこともしっかりと
考えられるようになろうと思った。

・三年生がみんな一斉に協力できるいい機会だった。

Ｑ：１，２年生へのアドバイス
Ａ：ルールの範囲内でめいっぱい楽しもう

お小遣いの使い方は計画的に
仲間と協力することで一人では得られない楽しさが得られること 写真に映り込む
班別班行動はちゃんと予定どうりに行動しよう 経路の調べ忘れに気をつけたほうがいい

千年の檜には千年のいのちがあります。建てるからには建物のいのちを第一に考えなければならんわけです。
風雪に耐えて立つそれが建築の本来の姿やないですか。木は大自然が育てたいのちです。千年も千五百年
も山で生き続けてきた、そのいのちを建物に生かす。それがわたしら宮大工の務めです。

（『木に学べ 法隆寺・薬師寺の美』西岡常一 著より）
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新生徒会役員選挙、立候補者増で大盛況！

10 月 2 日（金）、立会演説会・生徒会選挙が実施されました。まずは、
立候補した生徒達に拍手と感謝です。今年度１，２年生で定数を超える立
候補者があったことは、大変喜ばしいことです。これは、４月に新たに加
わった生徒会企画（謎解きなど）が生徒の皆さんの関心を引き、「自分たちの学校生活を、自分た
ちの手でさらに盛り上げていこう！」と、学校生活の活性化を自分事として捉える生徒が増えた証
だと感じています。
後期がスタートし、いよいよ生徒会の中心は２年生へと引き継がれます。

新しく選出された生徒会役員の皆さん、そして各委員会委員になった皆さ
んは、「わたしたちの学校」をさらに素晴らしいものにするため、斬新で、
熱意あるアイデアを積極的に出して、学校を牽引していってください。
全校生徒一丸となって、より良い学校を創り上げていきましょう！

江東区民まつり 砂町地区大会（第 41回大会）

10 月 5 日（日）仙台堀川公園「であいの広場」にて、和太鼓部と吹奏楽
部の 1，2 年生が演奏をしました。昨年に続き、和太鼓と吹奏楽のコラボレ
ーション。３年生が修学旅行でメンバー不足の中、地域の皆様の拍手を受
けながら頑張りました。文化祭では３年生を加えたフルメンバーで演奏し
ます。楽しみです。
また、和太鼓部は今月 29 日（水）の連合音楽会に

も出場する予定です。

１０月後半の主な行事
２０日（月） 生徒朝会、認証式 ２８日（火）避難訓練 委員会
２１日（火） １年生活習慣予防検診 ２９日（水）連合音楽会、 放学
２２日（水） 職員会議 放学 ３年三者面談（～６日）
２５日（土） 文化祭 ３０日（木）Ｃ組校外学習、３年受験写真撮影
２７日（月） 振替休業日 ３１日（金）道徳地区公開講座

追記）修学旅行２日目の班別行動を関西テレビが密着取材し、「修学旅行で“京都離れ”の動き なぜ？」という

テーマでカンテレ newsで（めざましテレビでも）放映されました。
校長へのインタビューでは「本校は東京大空襲の講話など平和学習にも力を入れている」

「どの地域にも良さがある。どこに行くかではなく、そこで何を学ぶか。各学校の教育内

容や特色にあわせた修学旅行を行うこと。」という一番の主張はカットされました。

来年度、長崎を中心にした訪問地で「どんな体験をするか」「何を学ぶか」が重要です。

江東区中学校連合陸上大会
○中学３年女子砲丸投げ ６位
○中学１年女子 100mH ８位
江東区中学校バドミントン秋季研会
○男子団体 ４位
○男子ダブルス ５位
○女子シングルス ５位
○女子シングルス ５位 敬称略


